
２０２２年度 愛知県トランポリン競技検定 

実施要項 
 

主 催 公益財団法人日本体操協会 トランポリン委員会競技検定部 

主 管 愛知体操協会 

期 日 2023年2月26日（日） 

会 場 エナジーサポートアリーナ（犬山市体育館） メインアリーナ 

 犬山市大字羽黒字竹ノ腰17-2 （名鉄小牧線「羽黒」駅より徒歩8分） 
※会場へ問い合わせや電話取り次ぎ依頼をされないように願います 

受 検 資 格 バッジテスト５級合格レベルに達している者 

主催・主管者方針に従い、円滑な事業運営や感染防止策に協力できる者 

実 施 内 容 公益財団法人日本体操協会制定規則に準じ行う。 

初級から順に受検すること。１回の検定において１級のみの受検を原則とするが、 

初級合格者に限り、合格した場合は同一回内で中級を受検することができる。 

上級受検の際は、開催回を別にしなければならない。 

使 用 器 具 下記の器具より事前選択制とする。 

申込時に予め申請し、受付締切後の変更は認めない。 

① 国際体操連盟（FIG）公認ユーロトランポリン ４x４mm ベッド 

② （公財）日本体操協会普及検定品ミドルトランポリン スプリング 

検 定 料 (1) 初級： ３，０００円（内訳：受検料１，５００円 ＋ 認定料１，５００円） 

(2) 中級： ３，０００円（内訳：受検料１，５００円 ＋ 認定料１，５００円） 

(3) 上級： ３，０００円（内訳：受検料１，５００円 ＋ 認定料１，５００円） 

日 程 

（ 予 定 ） 

０２月２６日（日） １１時００分～ 開場・受付（団体単位） 

１１時３０分～ 検定 ※開始式なし 

１３時３０分 終了 ※閉会式なし 

（受検者数により、全体スケジュールを調整します） 

申 込 方 法 団体単位で所定の申込書へ必要事項を入力のうえ、Ｅメールにてお申し込みください。 

申込書到着および検定料振込確認をもって申込受付とします。 

＝ 受付締切 2023年1月26日（木）必着 ＝ 

申 込 先 

（ 申 込 書 ） 

aichitramp@gmail.com 

件名に「競技検定申し込みの件」と記し、申込書データを添付送信してください。 

私製（書式やファイル形式変更を含む）の申込書ならびにメール本文へ申込内容を直接

付記したもの、郵送での提出は受け付けておりませんのでご注意ください。 

※他の事業とまとめて提出送信しないように願います 

※同日開催の愛知県トランポリン競技選抜大会へ参加する選手がいる場合は、件名を 

「愛知県トランポリン競技選抜大会申し込みの件」とし、競技検定受検のみの参加者

情報を含めた申込書データを添付送信してください 

振 込 先 

（ 検 定 料 ） 

三菱ＵＦＪ銀行 名古屋駅前支店（221） 普通口座 ２１７０９５０ 

愛知体操協会トランポリン委員会 代表 後藤雅美 

・振り込みの際には必ず最初に「2302K」と入力のうえ、団体名称を添えてください 

例）2302K アイチケントランポリンドウコウカイ 

・初級と中級の同一回受検希望者は予め全額納入してください 

・不合格時には当該級の認定料を、複数級受検の場合は次級検定料（認定料含む）も 

併せ、後日返金します 



 

申 込 締 切 

 

2023年 1月 26日（木）必着 

・受検申込書および検定料が期日までに到着していることが受付要件です 

・期日以降は受け付けいたしかねますので、余裕をもって対応してください 

・申込後のキャンセルにつきましては棄権とし、当該級の認定料、および複数級受検 

の場合は次級検定料（認定料含む）を返金します 

・競技検定終了後、数日以内に該当団体へ返金内容・方法についてご連絡します 

問 合 せ 先 E-Mail   aichitramp@gmail.com （メール受付のみ） 

※各種問い合わせは、各団体の連絡責任者様を経由してください 

（混乱を避けるため、連絡責任者様以外からの連絡には応じておりません） 

※上述の締切を経て検定２週間前までに受付完了メールを一斉配信いたします 

そのメールをもちまして申し込み受領の回答とさせていただき、個別の返信は 

行いませんのでご了承ください 

付 記  

① 開催要件（例：受検者数10名以上）に満たない場合や、会場都合などにより、日時の再調整や、 

やむなく開催中止となる場合もありますのでご了承ください。 

② 受検申込書の「代表指導員」欄へ、当該年度有効なトランポリン普及指導員またはコーチ資格のある 
指導員氏名およびJGA IDともに必ずご記入ください。本年度のトランポリン普及指導員またはコーチ 

資格登録者が不在の団体は、受検要件を満たしておりませんのでご注意ください。 

③ 受検当日は、下記に該当する指導員（本年度有効資格であること）を必ず帯同してください。 

未帯同の場は棄権とみなします。 

他に当日引率者を２名まで追加することが可能です。当日引率者は資格保有の有無を問いません。 

選手が帯同指導員を兼ねることもできますが、本人が演技する際には当日引率者のうち資格を保有する者

が指導員代理となり、その役割を果たしてください。 

初級： （公財）日本体操協会公認トランポリンコーチまたは普及指導員 

中級： （公財）日本体操協会公認トランポリンコーチまたは普及指導員 

上級： （公財）日本体操協会公認トランポリンコーチまたは、準コーチカテゴリーの普及指導員 

※普及指導員資格だけでは、上級種目の指導および受検当日の帯同はできません 

④ 同一団体から11名以上の受検者がいる場合は、追加引率者を１～２名選定（受検者兼務可）し 

受検者ケアや保護者対応は各団体内で完結してください。 

保護者等が会場に立ち入ることや、受付での個人的な要求はいっさい認められません。 

⑤ 検定実施方法等については、「トランポリン普及指導員・資格認定講習会教本」および本紙最終頁 

をご確認ください。受検当日に、検定員へ指導を仰ぐことはできません。 

⑥ 帯同指導員は受検者が離床した瞬間からジャンプカウント始め、予備ジャンプ５本を厳守してください。 

受検者が複数回ジャンプし、態勢が整ってからジャンプカウントを始めた場合、その演技は無効です。 

⑦ 受検者は、ジャージ等のトランポリン競技に適した服装およびソックスを着用すること。 

できる限り身体に密着した服装とし、採点に支障がないようにしてください。 

装身具類および裸足は禁止します。なお、館内は上履きで移動してください（スリッパ不可）。 

⑧ 履行は１回のみです。合格点（各項目7.0以上）に満たない場合は、当該グループ全員の演技が終了 

した後に即、履行を実施します。その際の練習はありません。 

⑨ 認定証授与につきましては、検定終了後１ヶ月以内に各申込団体の連絡責任者様宛へ一斉配送する 

ことをもって代えさせていただきます。 

⑩ 本会は無観客で実施し、受検グループごとに入場時間を制限します。（開閉会式なし） 

一度に入場できるのは、当該グループの受検者および所属団体の帯同・引率者の計最大３名です。 

 



⑪ 検定中の撮影は可能ですが、フラッシュ撮影や会場の電源を使用することはできません。 

また、被写体の許可なく、SNSや広報媒体へ画像等を公開することはお控えください。 

⑫ 本協会主催または運営の大会・事業で発生した傷害・疾病の補償については、本協会が加入する 

「団体総合補償制度費用保険」の範囲とします。受検者は健康保険証を持参してください。 

 



2019年 6月 1日改定 

トランポリン競技検定実施種目 

  初級 中級 上級 

Ⅰ 

１  

10回ジャンプ 

↓ 

チェック 

 

①予備ジャンプ×５回 

・気をつけ姿勢、足首揺ら

しジャンプ 

（トランポリンベッドを

揺らす程度の跳ね上げ） 

②ストレートジャンプ×

10回（スタイルフリー） 

 

10回ジャンプ 

↓ 

チェック 
 

①予備ジャンプ×５回 

（スタイルフリー） 

②ストレートジャンプ×

10回（アクション） 

・着床時に両手をまっすぐ

真上に上げる 

・跳び上がりながら両手を

体側に下ろす 

１╱ ２捻り腹落ち（Ｓ） 

2 腰落ち（Ｔ） 

3 立つ 

4 開脚跳び 

5 １回捻り腰落ち 

6 スイブル 

7 １╱ ２捻り立つ 

8 抱え跳び 

9 背落ち（Ｓ） 

10 立つ 

※初級および中級の項目Ⅰにおいて、帯同指導員がジャンプをカウントする 

※上級受検者への指導は「トランポリンコーチ」または「準コーチに属する普及指導員」が行う 

  初級  中級 

Ⅱ 

１ 抱え跳び 1-1 １╱ ２捻り腰落ち 

2 開脚跳び 1-2 腹落ち（Ｔ） 

3 閉脚跳び 1-3 立つ 

4 １回捻り跳び 1-4 ストレートジャンプ 

5 腰落ち 1-5 １╱ ２捻り腹落ち（Ｓ） 

6 立つ 1-6 腰落ち（Ｔ） 

7 １╱ ２捻り跳び 1-7 立つ 

8 腹落ち（Ｔ or Ｓ） 1-8 ストレートジャンプ（→ チェック） 

9 立つ 2-1 腰落ち 

10 ストレートジャンプ 2-2 水平背落ち 

※Ｔ： 抱え型、Ｓ： 伸び型 

※中級：1-1から 1-8まで、2-1から 2-2までを、それぞれ連続で実施 

2-2 水平背落ちの後は、立たなくても良い 

 

準コーチ認定（普及指導員カテゴリー）について 

競技検定の中級合格者を輩出した普及指導員は「準コーチ」に分類され、背落ち種目の指導が認められる。

上級受検者への指導はトランポリンコーチ資格保有者、もしくは準コーチに属する普及指導員が行うもの

とする。なお、準コーチは普及指導員資格のカテゴリーであり、追加資格登録を必要としない。 

 

 

以上 


